
わ
か
ば
祭
り(

春
の
大
祭)

記
念
献
木
の
ご
案
内

拝
啓

陽
春
の
候
、
愈
々
ご
清
祥
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
五
月
十
七
日(

日)

に
開
催
さ
れ
る
『
第
七
十
六
回

全
国
植
樹
祭

育
て
る
け
ん

伊
予
の
国
か
ら

緑
の
宝
』(
於
愛
媛
県)

に
因
み
、
当
宮
み
ど
り
の
会
主
催
に
よ
る
恒
例
の
植
樹
祭
が
五
月
四
日(

み
ど
り
の
日)

午
後

二
時
よ
り
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
緑
を
失
う
こ
と
は
国
土
の
荒
廃
を
招
き
、
人
の
心
を
も
濁
ら
せ
ま
す
。
当
宮

で
は
各
家
庭
に
も
緑
を
広
げ
る
運
動
の
一
環
と
し
て
、
献
木
の
お
申
し
込
み
を
頂
い
た
方
に
観
葉
植
物
を
祭
典

後
に
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

春
に
芽
吹
く
緑
に
人
々
の
心
の
清
ら
か
さ
と
心
の
潤
い
を
願
い
、
鎮
守
の
杜
の
緑
を
守
り
育
て
る
た
め
、

皆
様
方
よ
り
の
献
木
の
ご
協
賛
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
具

令
和
八
年
四
月
吉
日

主

催

大
宮
八
幡
宮
み
ど
り
の
会

（
事
務
局
）

杉
並
区
大
宮
二
ー
三
ー
一

電

話

〇
三
（
三
三
一
一
）
〇
一
〇
五

協

賛

大

宮

八

幡

宮

各

位

記

一
、
献
木
初
穂
料

一
口

二
、
〇
〇
〇
円

植
樹
場
所
に
つ
い
て
は
、
お
宮
と
協
議
の
上
決
定
し
ま
す
。

一
、
祭
典
・
行
事
ご
案
内

五
月
四
日
（
祝
・
月
）
午
後
二
時

植
樹
祭

◎
植
樹
祭
に
ご
参
列
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
準
備
の
都
合
上
ご
参
列
の
有
無
を
四
月
二
十
五
日
ま
で
に
ご
回
報
願
い
ま
す
。

＊
ご
参
列
の
方
は
当
日
午
後
一
時
三
十
分
迄
に
授
与
所
に
て
受
付
を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

＊
お
申
し
込
み
の
際
に
引
換
券
を
お
渡
し
致
し
ま
す
の
で
、
五
月
四
日(
祝
・
月)

植
樹
祭
終
了
後

か
ら
五
月
十
五
日(

金)

ま
で
に
社
頭
に
て
観
葉
植
物
を
お
受
け
取
り
下
さ
い
。

き

り

と

り

せ

ん

申

込

書

一
、
献
木
初
穂
料

口

円

ご
住
所

芳

名

連
絡
先

一
、
植

樹

祭参
列

・

不
参
（
い
ず
れ
か
に
○
印
を
お
付
け
下
さ
い
）

参
列
人
数

名

＊
四
月
二
十
五
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

申
込
日

令
和
八
年

月

日

受
付
者

大
宮
八
幡
宮

み
ど
り
の
会
宛


